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Little Red Dot（小さな赤い点）

「Little Red Dot（小さな赤い点）」という
国を表す愛称をお聞きになったことがありま
すでしょうか。この小さな赤い点は、世界地
図上で小さな点に国の領土が全て収まるシン
ガポールを示す愛称として親しまれていま
す。シンガポールは、東京２３区とほぼ同じ
面積の小さな都市国家なのです。しかし、こ
の小さな赤い点は、世界の中では特に未来的
で、豊かで、そしてダイナミックな国の一つ
であることに間違いありません。

シンガポールは、国としての地理的サイズ
が小さく、しかも天然資源不足の制約があ
り、また経済的に貧しく政治的にも脆弱だっ
たにもかかわらず、独立後約60年で世界が注
目すべき国へと驚異的な変貌を遂げました。
その成長と発展の成功は、周辺のシンガポー
ルよりも比較的有利な出発点や利点があると
思われる発展途上国の羨望の的となっていま
す。

長年にわたりシンガポールは、ワールドク
ラスのホスピタリティを磨いてきました。ミ
シュランの星を獲得した高級レストラン、ホ
テルや現代建築の高層ビル群、完璧に統合さ
れたリゾートや美術館などを体験できる高級
観光地として栄えてきました。国際的なイベ
ントやコンベンションが開催され、世界中か
ら毎年何百万人もの人々が訪れます。 国際
的なF1レースであるシンガポールグランプ
リが開催され、また掘り出し物を探す買い物
客をも魅了しています。地理的な優位性や近

代的なインフラ、高いサービス志向により、
シンガポールは過去10年間、アジアのトップ
コンベンションシティに選ばれています。

この小さな赤い点が世界中の人を呼び込む
理由は、これだけではありません。シンガポ
ールは、地元居住者が430万人、外国からの
非居住者が160万人と人口は少ないですが、
中国人、マレー人、インド人、ヨーロッパ人
といった多様な人種からなり、地元の人々
は、独自の人種の伝統を守り続けています。
シンガポールを訪れれば、近代文化と伝統文
化が混然一体となった体験をすることができ
るのです。

イギリス植民地時代のシンガポールでは、
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シンガポール・チャンギ国際空港内の世界最
長の室内人口滝

（出所: https://www.departures.com/
travel/singapore-changi-airport-
worlds-largest-indoor-waterfall）
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人々は人種によって島内の特定の地域に集中
して生活していました。それらの地区では、
政府が国の遺産を保護する努力をしてきたた
め、現在もその名残から、歴史的遺産や文化
的な特徴が保存されています。 チャイナタ
ウンでは中国人の文化的特徴を、セラングー
ンロードのリトル・インディアではインド人
の生活の活気を、カンポングラムとアラブ・
ストリートではマレー人の伝統を感じること
ができます。

各民族・宗教集団によるお祭りも一年を通
して開催されています。中国人による旧正
月、仏教徒によるウェーサーカ祭（釈迦誕生
日）、インド人によるタイプサム（ヒンズー
教の祭典）とディーパバリ（光の祭典）、そ
してマレー人によるハリ・ラヤ・アディルフ
ィトリ（断食明けを祝う祭典）とハリ・ラヤ
・ハジ（巡礼祭）等を味わうことができます。

日本とシンガポールは貿易・金融・商業に
おいて緊密な関係を築いています。シンガポ
ール日本商工会議所によると、シンガポール
には800社以上の日本企業が進出しています。 

日本企業は現在、アジアからシンガポールへ
の最大の投資家となっています。 両国は
2016年に国交樹立50周年を迎え、今後も力強
く成長していくことでしょう。

ジュ―・チャットエリアのプラナカンハウス
（出所: https://www.scmp.com/lifestyle/
travel-leisure/article/2114557/why-

singapores-insistence-culturally-sensitive）

日・シンガポール外交関係樹立50周年記念
行事のロゴ

（出所: https://www.jpf.go.jp/e/about/
area/j_s_2016.html）
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